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1． はじめに  

　2011年 3月 11日の東日本大震災発生から 5年が
経過し，被災地は復興過程にある。この東日本大震
災の復興理念には，「創造的復興」が掲げられた。
これは阪神・淡路大震災時に提唱されたもので，「単
に震災前の状態に戻すのではなく，21世紀の成熟
社会にふさわしい復興を成し遂げる」1）という趣旨
である。しかし，今日の災害復興においては「人間
復興」を掲げることが必要なのではないかと謳われ
ている。「人間復興」とは関東大震災時に福田徳三
によって提唱されたものである 2）。「人間復興」には，

狭義の個人レベルの「人間復興」に加えて，それを
支えるべき人びとの「絆の復興」，とりわけ「地域
コミュニティと住民自治の復興」が不可欠であると
言われる 2）。ここから，東日本大震災の被災地の復
興には，住宅などのモノの復興を，近隣住民との交
流や暮らし，なりわいなどの地域社会の再生，人間
の復興の中に位置づけ，考慮するべきである。
　高齢者は経済的な状況から自力での住宅再建が困
難であることが多く，健康面などから交流を取り戻
すことも難しくなるため，対象を高齢女性とする。
　対象地は被災地の中で，多くの住民が分散居住を
し，震災前に築いていた交流が分断されたと考えら
れる岩手県大槌町を選定した。大槌町は震災対策本
部を開設している時に津波が襲ったため，復興に欠
かせない町のリーダーシップを担う町長や役場の課
長クラスの幹部，都市政策の職員も含め約 60人が
津波で流され行政機能を喪失した 3）。そのため仮設
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住宅への入居も住宅ができた都度，応募，抽選を行
い，住民の多くは分散した背景をもつ。
　本研究の前段階とし，昨年大槌町の高齢女性を対
象に，各自の交流状況を震災前，避難所，仮設住宅，
再建住宅の時系列で調査した。結果，分散居住した
高齢者は交流意欲はあるが，震災前と同等の交流の
取り戻しは未だ困難であることを明らかにした 4）5）。
　この結果を受け調査項目の精度を高めると共に，
高齢女性にとって望ましい復興を実現するための知
見を得ることを目的に，モノの復興の観点から被災
者の生活の基盤となる住まいを，人間の復興からは
被災者の交流を取り上げ，両者の関係性を明らかに
する。

2． 調査方法  

　岩手県大槌町内の仮設に居住する，または居住し
ていた 19名の 60代から 90代の女性に，2016年 9月，
東日本大震災をきっかけとする交流の変化および住
まいに対する意識に関するヒアリング調査を行った
（Table 1）。調査項目を予め決め，対象者の回答に沿
い追加質問を行うかたちをとった。調査はデイサー
ビス施設で行い，調査対象者は主に施設利用者で
ある。

3． 調査対象地の被害状況と対象者属性  

　大槌町は，東日本大震災で被害の最も大きかった
自治体の一つである 3）。津波と大火で，Fig. 1に示
した市街地の町方地区が大きな被害を受けた。
　Table 2に対象者の年代や同居家族，居住地域の
変遷などの属性を表した。震災前の住宅を修繕し，
以前と同じ住宅に居住する人は，修繕と表す。対象

者 19名の内，16名がデイサービス施設の利用者で，
C，Hは施設のスタッフ，Sは大槌町の住民である。
　対象者の居住地は，震災前に吉里吉里地域に 12
名が居住していた。その内仮設に入居した 8名全員
が吉里吉里に入居でき，再建時は 12名中 9名が同
地域に住宅を再建したり，津波に流されなかった自
宅を修繕し，震災前と同じ地域に居住した。
　また，Table 3に仮設および再建住宅の居住年数
と知り合いの有無を表した。震災前に吉里吉里に住
み，仮設も同地域に入居した対象者は，全員が仮設
に震災前の知り合いが居住していた（A,E,F,G,O,P）。
ヒアリングでも「仮設にきたときも吉里吉里の人た
ちがいっぱいで，仮設はよかった」（E）という声
が聞かれた。ここから，吉里吉里の住民の多くが地
域でまとまって仮設に入居できていたと分かる。

Table 1　Summary of interviews

Fig. 1　District allocation of Otsuchi town

Table 2　 Attributes and residential experiences of the 
subjects
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　また，再建時も同じ地域に住宅を建て，震災前の
知り合いとの交流を継続している。それに対して，
仮設から知り合った他の地域の知り合いは，再建時
には震災前の居住地などに移住するなど吉里吉里を
出ることで，疎遠になっていた。
　このように，今回の調査では震災前と同じ地区に
居住できた対象者が過半数を超え，結果的に分散居
住をしていない被災者が対象となった。

4． 住まいの再建に関する意識  

　3章の基本的な属性を踏まえ，ヒアリングの結果
から，対象者の住まいに関する意識と震災後から現
在までの交流の変化を明らかにする。

4-1． 再建時に重視する要素に関する文献調査   

　まず被災者が再建時にどのような要素を重視する
のかを把握するため，既往文献の調査 7）～ 11）から重
視する要素を抽出し，共通項をまとめた。結果，11
項目が挙げられた。安全な高台などへ移転して住
みたいなどの「土地の安全性」，公共交通・買い物
が便利といった「生活の利便性」，医療施設・福祉
サービスが整っているという「福祉」，職場へ通勤

しやすい，漁業・自営業を続けたいという「仕事」，
学校や保育所が近い，通学が便利という「保育・教
育施設」，住み慣れた土地である，被災前と同じ場
所に住みたいという「土地への愛着」，親しい知人，
友人がいる，親や知人がいるという「つながり」，
公営住宅に入居できる，戸建てに住みたいという居
住形態，土地を持っているという「土地の所有」，
元の市町村の復興やまちづくりに時間がかかる「住
宅取得までの時間」，住居の補修に行政の支援が受
けられる「行政の支援」である。本研究の対象は高
齢女性のため，「仕事」と「保育・教育施設」の重
視度は低いと判断し，項目から除外した。

4-2． 自宅再建に対する価値観   

　文献調査の結果を用いて，対象者の中でも自宅再
建をした人，現在仮設に住む人を対象に，自宅再建
時に何を重視したか，または再建する際に何を重視
したいか質問した（Table 4）。表頭を対象者名，表
側を重視項目とした。重視するものに○を付し，重
視しない場合は×で表される。項目は，上から土地
の安全性，生活の利便性，福祉，土地への愛着，居
住形態，つながり，住宅取得までの時間，行政の支
援，仕事の 9項目に分類した。

Table 3　 Number of acquaintances and years 
of dwelling in temporary houses and 
reconstructed houses

Table 4　 Elements emphasized at the time of 
reconstruction
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　調査の結果，全ての項目を回答者数の過半数が重
視していた。そこで各項目に関して回答者全体の内，
何割が重視しているか着目したところ，80％以上と
高い割合で重視していたのは土地の安全性，土地へ
の愛着，居住形態，つながりであった。中でもすで
に再建した回答者の 80％以上が重視したのは土地
の安全性，土地への愛着，つながりであった。
　また，ヒアリングで現在の住まいに対する不満点
を聞いたところ，部屋の間取りや住宅の性能に関す
る意見はほとんど聞かれなかった。「自宅再建と災
害公営住宅，どちらを考えたか」という問いに関し
ても，現在実際に自宅を再建している 10名の内，6
名が再建は子どもが行い，それに従うかたちであっ
たり，夫の意見を優先して再建していた。このよう
に自身の意思で，主体的に住宅再建に取り組む姿勢
がない現状もあることが分かった。
　この結果から，対象者のほとんどが自宅再建にお
いて住宅の性能を重視しないことが判明した。対象
者は住宅の性能よりも住み慣れた地域に住むこと
や，生活の利便性，津波が来ない安全な高台である
といった住宅の立地，知り合いや家族，親戚の近く
に住むという周囲の人との距離感を重視している。

5． 震災前から現在に至るまでの交流の変化  

　次に，交流の変化をみる。対象者の交流状況を調
査する際，既往文献 12）に挙げられた分類を参考に，
交流の深さを 2種類に分類した。家の中には入らず，
道端や家の前などで話をする「立ち話」と，より親
密な相手を招いたり，招かれたりして部屋の中で交
流をする「家の行き来」である。この交流に関し震
災前，仮設，再建時という時系列ごとに，震災前を
基準に人数，頻度の増減と，交流相手がどの時期に
知り合った人であるかをみていく（Table 5,6）。

5-1． 立ち話をする交流   

　立ち話をする交流に関し，震災前は I，Rを除く
全員交流があったとしていた。また，多くの対象者
が毎日話をする相手がいた。Iは夫が退職し，生ま
れ故郷である大槌に戻ってきたため，当時知り合い
がおらず，交流がなかった。仮設に入居した 14名中，
交流する人数が増加したのは 3名，変化がないのは
5名，減少したのは 6名だった。また頻度は 4名が
増加し，4名は変化がなく，6名が減少した。

Table 5　 Changes to modes of socialization: standing 
and talking

Table 6　 Changes to modes of socialization: coming 
and going home

－ 140 －

日本女子大学大学院紀要　家政学研究科・人間生活学研究科　第 23 号



　再建すると 15名の内，交流する人数が増加した
のは 3名，変化がないのは 4名，減少・消滅したの
は 8名だった。頻度は 2名が増加，5名は変化がなく，
9名が減少・消滅した。
　仮設で交流人数が増加した C,M,P，変化がない
A,E,G,K,Qの 8名中，A,E,G,P,Qは震災前と同じ地
域の仮設に入居した。反対に交流人数が減少した 6
名の内，B,D,Sは震災前と異なる地域の仮設に入居
した。同じ地域の仮設にまとまって入居したため，
地域のつながりを維持でき，仮設時に交流が増加し
た，または維持できたと推測される。
　また，仮設で交流が増加した対象者から，「仮設
では積極的に話をしないとと，ひしひし感じた。必
死さを感じていた」（C）や，「仮設はまとまってい
るから，顔見知りの人に声をかけられるし，顔を合
わせる機会が増えた」（P）という意見が聞かれた。
　日常とは異なる事態での交流への意識の芽生え
や，仮設での人との距離感の近さも，交流が増加，
維持できた要因だと推測される。また，仮設で交流
が増加した・または維持した 8名中，A,E,M,Pの 5
名は再建後に交流人数・頻度両方が減少した。

5-2． 家を行き来する交流   

　家を行き来する関係に関しては震災前に I以外の
18名に交流があった。Iは立ち話同様，引っ越して
きたばかりだったので交流がなかった。仮設に入居
した 14人中，交流する人数が増加したのは 1名で，
2名は変化がなく，11名が減少・消滅した。また頻
度は 2名が増加し，1名は変化がなく，11名が消滅・
減少した。再建すると 15名の内，交流する人数が
増加したのは 4名，変化がないのは 1名，減少・消
滅したのは 10名だった。頻度は 4名が増加，2名
は変化がなく 9名が減少・消滅した。
　「近所の人たちは皆お茶を飲んだりしていた。」
（H）の言葉に表れるように，震災前に I以外の人
たちは近隣同士での家を行き来をしており，昔から
このような交流が行われ，習慣化していたことが伺
える。しかし仮設に移るとその交流は減少・消滅の
動きをみせる。理由に「仮設は寝るためだけの場所
だった」（F），「寄って行ってと言っても，座る場
所がない」（H）が挙げられ，多くの対象者が共通
して仮設の狭さを家の行き来を阻む問題に挙げた。
　この仮設の狭さの問題は再建後に解消するはずだ
が，実際に交流人数・頻度が増加したのは C,F,G,Kの

4名のみだった。再建し住宅の性能の問題である狭さ
を解消しても，震災前に対象者のほとんどが行ってい
た交流を取り戻していないことから，震災前の交流を
取り戻すことを阻む要因が他にあると考えられる。

6． 地域住民との交流の変化に影響した要因  

　このように対象者は交流を取り戻した人と，減少・
消滅した人とに分かれ，特に親密な家を行き来する
交流は減少・消滅した人が多いことが分かった。地
域の交流が減少，消滅した対象者に注目すると，そ
の理由の 1つとして，震災前のコミュニティが親密
で，新しく地域に入り交流を築くことが困難である
ことから「地域に馴染むことへの諦め」が生まれる
問題がある。この諦めに関わる言葉を回答から抽出
し，分類した。結果，交流の減少に対し影響した要
素は自身を原因とする問題と，相手との双方向性を
原因とする問題に分かれることが分かった。どのよ
うな問題が存在しているのか，考察する。

6-1． 自身を原因とする問題   

　まず自身を原因とする問題には，健康上の問題が
ある（Table 7）。「足が悪いので仮設の時，家の行き
来をしなかった」（G）や，「車いすなので家の行き
来はない」（Q）というように，健康上の問題から
地域に馴染むための行動を起こせなかった。

　次に，高齢を理由とする遠慮，意欲の低下があ
る。Table 8に表す通り，自身が高齢であることから，
立ち話，家の行き来などの近隣との交流をはじめ，
イベントに対する参加の意欲も低下している。
　このように対象者自身の問題では，交流を求めら
れない事情がそれぞれにあることや，高齢を理由に
して交流に対する意欲が低下していた。

Table 7　Health problems
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6-2． 相手との双方向性を原因とする問題   

　次に，相手との双方向性を原因とする問題を取り
上げる。まず地域に馴染むためのイベントが無いと
いう問題がある。Table 9に仮設，再建時における
イベントへの参加の有無と参加態度を表した。再建
後は再建した対象者 15名中，10名が地域のイベン
トに参加していなかった。そのうち，イベントがな
いので参加できないと 2名が回答した。参加する意
思の薄さも問題であるが，そもそもイベントが企画
されていなければ意思があっても参加できない。
　また，地域性の違いも理由の 1つである。調査で
も対象者は生まれてから同じ土地にずっと住んでい
た人が多く，それが当たり前という意識があった。
そして近隣住民と互いの家族の話をするような関係
性を築いてきた。そのため Table 10に表した通り，
地域が異なると共通の話題がないという現象が起き
る。また，仮設で異なる地域の人と一緒に生活をす
ることになり，そこでトラブルに巻き込まれたこと
から，他の地域から来た人に対しよそ者意識を強め
た人もいた。このように共通項をもたないことと，
嫌な思いをした経験が要因の 1つに挙げられた。
　他世代との隔たりを感じたという意見を Table 11
に表す。仮設で集会所を利用していたが，若い人が
いると邪魔をしてはいけないと，集会所に行くこ
とを遠慮したり（A），再建先で声をかけたが拒絶

Table 8　 Problems related to refraining on the grounds 
of age and lowering of motivation

Table 9　Problems related to participation in events

Table 10　 Problems related to differences in regional 
characteristics
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されたり（E），最初から若い人は若い人同士の交
流があると割り切っていた（R）。交流を求めても，
若い人は仕事で日中おらず，交流できない実態もあ
り，これらが世代の溝を深くしていると推測される。
　また，相手や自分が家に引き籠ることがある。仮
設の時期に特にみられ，また，再建住宅でも今まで
の戸建て住宅からアパートなど集合住宅へ移ると，
外から見て相手が家にいるのか分からず，どの部屋
に誰が住んでいるか分からなかった（E）。集合住
宅での話し合いにも参加する人が少なく，交流の障
害要因となっている（Table 12）。
　それに加え，外で交流しようとしても相手が見つ
かりにくいという問題がある。仮設でも再建住宅で
も日中は外に人が少ない様子がみられるが，特に再
建住宅でみられた（Table 13）。
　このように自分自身と相手との双方向性の問題で
は，交流する機会の喪失や，世代間，地域間など様々
な隔たりが存在することがわかった。
　以上のように，自分自身の問題と相手と自身との
双方向性という 2つの問題が作用し，地域に馴染む
ことや近隣住民との交流を阻む要因となっている。

7． 高齢女性が求める交流  

　これらの問題に起因し，地域の交流は減少した。
中でも Table 6から伺えるように，地域に根付いて

Table 11　 Problems related to gaps with other 
generations

Table 12　 Problems related to people not leaving their 
houses

Table 13　 Current daytime status in which there are few 
people in neighborhood
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いた家の行き来は震災後に多くの対象者が消滅，減
少したと感じている。一方で震災前の交流を取り戻
すことが，一般的には理想的な交流であると考えら
れる。では対象者は震災前のような家を行き来する
親密な交流を求めているのか，対象者の求める交流
を探る。Table 14に求める交流の頻度，深さ，範囲，
今後交流していきたい相手を表した。
　求める交流の深さは，家を行き来する交流を求め
た R以外は「近所とは挨拶程度でよい」や「深く
はいらない」と答え，震災前ほどの親密な付き合い
を求めていない。また Rも今後交流したい相手は
特になく，今交流のある相手と継続したいとして
いる。
　次に交友範囲に着目すると 10名が広くもちたい
としていた。しかし実際に交流したい相手は，対象
者の多くが親戚や家族，同級生などの友人，デイサー
ビス施設での知り合いなどすでに関係性をもってい
る人のみを挙げ，交流相手を広げようとしているの
は「全ての人と交流したい」と答えた Qのみであっ
た。広く持ちたいとした A，Iの「知り合いが多い
ほどいい」「なかなかできないけど，付き合いたい
気持ちがある」という言葉や，H，Nの「色んな人
と話す」という言葉から，広く持ちたいとした人の
中には理想として広く付き合いたい気持ちがある人
と，実際に行動し広く付き合っている人がいること
が分かった。また，広く付き合いたいとの理想をも
つが実際に行動に移していない人も，現状に対する
不満は聞かれず今の交流を維持している。
　このように，対象者の多くが震災前の親密な付き
合いを求めておらず，また理想として広い交流をも
ちたいとはしていても，交流範囲に対する不満の声
などは聴かれない。ここから震災前の家を行き来す
るような親密な交流が消滅，減少しても，対象者は
交流に対しあまり物足りなさを感じていないことが
推測される。

8． 近隣との交流を代替えする機能  

　一方，対象者が震災後に手に入れた新たな交流の
かたちは，デイサービス施設や仮設の集会所のよう
な「拠点での交流」である。
　仮設では，前述したように狭い家に人を招けない
問題があった。そのため，多くの人が仮設の集会所
で住民同士交流していた。集会所では常に人が集

まって話をしたり，イベントが催されていたりと常
に誰かがいるという安心感があった。交流を求め拠
点を訪れるとそれに応える相手が必ずいて，求める
交流を得ることができた。またイベントを通じて共
通の経験をするため，相手が初対面やそれほど親し
くない場合でも打ち解けることができた。
　デイサービス施設はこの集会所の機能に加え，施
設から自宅までバスでの送迎を行っている。このこ
とが友人の家に歩いていくことができないといっ
た，Table 7に示した交流をするために行動を起こ
すことが困難という，健康上の問題を解決している。
また施設に通うことは自主性に任されているため，
交流を欲する人が通うことになる。そのため前述し
た交流を求めていない相手に無理に交流を求め期待
を裏切られ，傷つくこともなかった。
　また Table 2からもわかる通り，デイサービス施
設に通う高齢者の多くが吉里吉里地域の出身者であ
る。施設のスタッフからも「吉里吉里の老人たちが
集まる場所になっている」という言葉が聞かれた。
吉里吉里地域内でも以前に住んでいた場所は行政に
よって立ち退き対象になり，以前とは異なる区域に
居住している人も多々見られる。そんな中，地域の
老人たちが集まるこの施設は地域住民の交流を結び
直す拠点にもなっている。また，施設には吉里吉里
以外の地域の人も通ってきている。このように，震
災前のコミュニティを結び直すのみならず，新たな
交流を生み出す場にもなっていた。
　本来住宅に備わっていた機能である接待や交流の
機能は，今や被災地で集会所や施設のかたちをとる
ことで，外部化してきていることが推測される。他
者と交流をしたり，もてなしたりする行為を，住ま
いの外で行うようになったことが調査より分かっ
た。そして拠点での交流，つまり仮設の集会所や，
デイサービス施設での経験から，得ることが困難な
地域の交流を拠点での交流で代替えするようになっ
たと推察される。実際に今後交流をしたい相手に
A,B,D,E,G,I,J,Rの 8名がデイサービス施設の人々を
挙げた。その他に Qは「趣味の友達や同級生は人
数が減った，頻度も下がった。その代りにデイサー
ビス施設で話すようになった」とし，対象者の多く
が拠点での交流を利用し，交流状況の減少をおさえ，
安定させていることが分かった。
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Table 14　Ideal modes of socialization victims aspire to
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9． おわりに  

　住まいと交流を同時に考慮した高齢女性の再建の
在り方を探るため，被災者の住まいの再建と交流状
況の変化の関係性を明らかにすることを目的とし
た。住民の多くが分散居住をした岩手県大槌町を対
象に，住まいと交流を取り戻すことが困難な高齢女
性にヒアリング調査を行った。今回の調査では，結
果的に分散していない対象者が過半数を超えた。
　対象者は住まいの再建時に住宅の性能より住宅の
安全性などの立地や，知り合い・家族の近くに住む
など周囲の人との距離感を重視していた。
　交流状況では，立ち話は仮設で交流への意識が芽
生えたり，人との距離感が近く交流が増加，維持で
きた。しかし再建後にはそれらは減少した。一方家
の行き来は仮設時に部屋の狭さから減少・消滅し，
再建後も取り戻せていない。ここから住宅の性能の
問題以外に，地域に馴染むことへの諦めが伺えた。
　地域に馴染むことへの諦めは高齢を理由にした交
流意欲の低下などの自身を原因とする問題と，交流
機会の喪失や，世代・地域間の様々な隔たりなどの
相手との双方向性を原因とする問題に分かれた。
　地域の交流は減少したが，デイサービス施設など
の拠点での交流を得たため，対象者の多くが震災前
の親密な付き合いを求めず，現状に満足していた。
　このように被災者の交流と住まいの関係性をみた
とき，再建時に住まいの性能は重視されていなかっ
た。また，デイサービス施設に通う高齢女性を主な
対象としたため，本来住宅に備わっていた機能であ
る接待や交流の機能は被災地で集会所や施設のかた
ちをとることにより，外部化してきている傾向がみ
られた。それによって，得ることが困難な近隣との
交流を代替えするようになったと推察される。

〔要　約〕
　東日本大震災発生から 5年経過し，被災地は復興
過程にある。復興には住宅などモノの復興に加え，
地域の交流など人間の復興を同時に考慮するべきで
ある。交流と住まいを取り戻すことが困難な高齢女
性を対象に，それらを同時に考慮したよりよい再建
を実現する知見を得るため，岩手県大槌町でヒアリ
ング調査から住まいの再建と交流状況の変化の関係
性を明らかにした。結果，対象者の多くが再建時に
住まいの性能を重視していなかった。また，本来住

宅に備わっていた接待や交流の機能は，被災地で集
会所や施設のかたちをとることにより，外部化して
きている。それにより，得ることが困難な地域での
交流を代替えするようになったと推察される。
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